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　華岡 ( 青洲の４男鹿城が預かる大坂分塾合水堂 ) 門人録に「文政４年　華岡 ( 青洲の４男鹿城が預かる大坂分塾合水堂 ) 門人録に「文政４年

(1821) ２月８日英田郡福本村山本鼎」とある人物を追って、美作市福本(1821) ２月８日英田郡福本村山本鼎」とある人物を追って、美作市福本

を調査したのは 20 年以上昔のことです。山本家 ( 白塀の家 ) は福本のを調査したのは 20 年以上昔のことです。山本家 ( 白塀の家 ) は福本の

交差点を県道 414 号線に入った辺りで見つかり、近くの墓所に建つ「仁交差点を県道 414 号線に入った辺りで見つかり、近くの墓所に建つ「仁

山院寶鼎玉鉱居士」と刻まれた墓石の碑銘に「山本鼎」を確認できまし山院寶鼎玉鉱居士」と刻まれた墓石の碑銘に「山本鼎」を確認できまし

た。鼎は大坂で修学後帰郷し、20 数年後の弘化４年 (1847) ３月 16 日にた。鼎は大坂で修学後帰郷し、20 数年後の弘化４年 (1847) ３月 16 日に

51 歳で没しています。当主山本彰氏は岡山市内で開業医をされていたの51 歳で没しています。当主山本彰氏は岡山市内で開業医をされていたの

ですが、「先祖が華岡門人だったことを初めて知って驚いた」とのことですが、「先祖が華岡門人だったことを初めて知って驚いた」とのこと

でした。でした。
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前期企画展 箕作秋坪と久原洪哉 前期企画展 箕作秋坪と久原洪哉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２ ２

第 78 回 文化講演会 第 78 回 文化講演会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３ ３

特集　新館 15 年のあゆみ 特集　新館 15 年のあゆみ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４・５ ４・５

夏休み教室開催 夏休み教室開催 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６ ６

NEWS FILE ／友の会の活動 NEWS FILE ／友の会の活動 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７ ７

INFORMATION（催し物のご案内） INFORMATION（催し物のご案内） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８ ８



真
庭
市
下し
も

呰あ

部ざ
え

に
あ
っ
た
庶
民
向
け
の
学
校
「
教
き
ょ
う

諭ゆ

所し
ょ

」
で
学
監
（
副
責
任
者
）

を
し
て
い
た
菊
池
文ぶ
ん

理り

の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
た
秋
し
ゅ
う

坪へ
い

は
、
津
山
藩
医
の
箕
作
阮

甫
の
も
と
で
蘭
学
を
学
び
ま
し
た
。
そ
こ
で
阮
甫
に
見
込
ま
れ
た
秋
坪
は
、
嘉
永

４
年
（
１
８
５
１
）
に
阮
甫
の
三
女 

つ
ね
と
結
婚
し
、
養
子
と
な
り
ま
す
。

嘉
永
６
年
（
１
８
５
３
）
と
翌
年
の
嘉
永
７
年
、
ペ
リ
ー
が
来
航
し
た
際
に
は

津
山
藩
の
命
に
よ
り
、
両
度
と
も
艦
隊
の
様
子
を
探
る
た
め
秋
坪
は
現
地
に
派
遣

さ
れ
ま
し
た
。
再
来
航
の
際
に
は
、
秋
坪
は
来
航
し
た
ア
メ
リ
カ
人
と
接
触
し
、

名
刺
と
タ
バ
コ
を
手
に
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
文
久
元
年
（
１
８
６
１
）
幕
府

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
使し

節せ
つ

団だ
ん

を
派
遣
し
た
際
に
は
随ず
い

行こ
う

員い
ん

に
選
ば
れ
る
な
ど
、
幕
末

の
外
交
交
渉
に
活
躍
し
ま
す
。
明
治
維
新
後
は
東
京
に
英
学
塾
で
あ
る
三さ
ん

叉さ

学が
く

舎し
ゃ

を
開
き
後
進
の
指
導
を
行
い
、
森
有あ
り

礼の
り

の
主
導
で
作
ら
れ
た
学
術
結
社
で
あ
る
明め
い

六ろ
く

社し
ゃ

に
参
加
す
る
な
ど
文
明
開
化
に
尽
く
し
ま
し
た
。

一
方
、
鏡
野
町
百も
も

谷だ
に

の
医
師
、
難な
ん
ば
し
ゅ
う
ぞ
う

波
周
造
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
洪こ
う

哉さ
い

も
津

山
藩
医
の
久
原
玄げ
ん

順じ
ゅ
んの
養
子
と
な
り
久
原
家
を
継
ぎ
、
津
山
藩
医
を
勤
め
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
洪
哉
は
久
原
家
を
継
ぐ
と
大
坂
で
華
岡
流
外
科
を
修
業
し
、
久

原
家
の
家
業
で
あ
る
外
科
を
学
び
ま
す
。
そ
し
て
明
治
３
年
（
１
８
７
０
）
に
は

津
山
藩
主 

松
平
慶よ
し

倫と
も

夫
人
の
乳
が
ん
の
摘
出
手
術
を
成
功
さ
せ
る
な
ど
活
躍
を

し
て
い
ま
す
。

奇
し
く
も
こ
の
二
人
は
文
政
８
年
（
１
８
２
５
）
生
ま
れ
と
い
う
こ
と
で
今
年

は
生
誕
２
０
０
年
に
あ
た
り
ま
す
。
今
回
の
企
画
展
は
同
年
代
で
と
も
に
幕
末
維

新
期
に
活
躍
し
た
こ
の
二
人
の
業
績
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

来
館
し
た
皆
さ
ま
は
、同
時
代
に
生
き
た
二
人
の
業
績
に
思
い
を
馳
せ
て
、じ
っ

く
り
と
見
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

箕
作
秋
坪
と
久
原
洪
哉

箕
作
秋
坪
と
久
原
洪
哉

　

■
会
期
：
令
和
７
年
３
月
８
日
（
土
）
～
９
月
２１
日
（
日
）

前
期
企
画
展
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箕作秋坪と久原洪哉
前期企画展



　

第　
　

回  

文
化
講
演
会　

「
箕
作
阮
甫
と
西
洋
兵
学
」

講
師　
中
央
大
学
文
学
部
教
授　

鈴
木 

直
志 

先
生

４
月
12
日
（
土
）、
中
央
大
学
文
学
部
教
授
の
鈴
木
直た
だ

志し

先
生
を
講
師
に
お
招

き
し
、
第
78
回
文
化
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の
講
演
会
で
は
「
箕
作
阮

甫
と
西
洋
兵
学
」
と
題
し
て
19
世
紀
前
半
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
当
時
最
新
の
戦
術
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
「
三さ
ん

兵ぺ
い

戦せ
ん

術じ
ゅ
つ」
が
日
本
に
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
の
か

に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

三
兵
戦
術
と
は
、
歩ほ

兵へ
い

・
騎き

兵へ
い

・
砲ほ
う

兵へ
い

を
互
い
に
密
接
に
組
み
合
わ
せ
た
戦
術

で
、16
世
紀
に
基
礎
づ
け
ら
れ
、19
世
紀
半
ば
ま
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
な
戦
術
で
し
た
。
箕
作
阮
甫
が
活
動
し
た
幕
末
の
日
本
は
高
ま
る
外
圧
や
異
国

の
脅
威
に
直
面
し
た
時
代
で
あ
り
、
海
防
の
強
化
と
軍
事
の
近
代
化
が
進
め
ら
れ

る
過
程
に
お
い
て
、
三
兵
戦
術
を
含
む
西
洋
兵
学
が
日
本
に
受
容
さ
れ
て
い
っ
た

そ
う
で
す
。
洋
学
の
軍
事
科
学
化
が
進
む
中
、
阮
甫
は
三
兵
戦
術
の
翻
訳
書
で
あ

る
『
ホ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド
・
タ
ク
チ
ー
キ
譯や
く

本ほ
ん

』
を
著
し
ま
し
た
。

三
兵
戦
術
は
、
ま
だ
ラ
イ
フ
ル
（
施
せ
じ
ょ
う
じ
ゅ
う

条
銃
）
が
開
発
さ
れ
る
以
前
の
マ
ス
ケ
ッ

ト
（
滑か
っ

腔こ
う

銃じ
ゅ
う）
と
呼
ば
れ
る
射
程
距
離
が
短
く
、
命
中
率
が
低
い
銃
で
一
斉
射
撃

を
行
っ
て
い
た
時
代
に
用
い
ら
れ
た
戦
術
で
し
た
が
、１
８
５
０
年
代
以
降
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
火
器
が
発
達
し
ラ
イ
フ
ル
が
普
及
し
て
い
く
中
で
、
急
速
に
顧
み
ら
れ

な
く
な
っ
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
軍
事
史
に
踏
み
込
み
な
が
ら
、
幕
末
の
西
洋
兵
学
受
容
に
つ
い

て
丁
寧
に
説
明
し
て
く
だ
さ
っ
た
鈴
木
先
生
の
ご
講
義
を
、
会
場
に
い
た
皆
さ
ん

は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

78

鈴木 直志 先生鈴木 直志 先生
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第 78 回文化講演会
行事報告



洋
学
資
料
館

洋
学
資
料
館    

新
館
新
館
1515
年
の
あ
ゆ
み

年
の
あ
ゆ
み

新
館
で
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
か
ら
、
洋
学
資
料
館
は
今
年
３
月
で
は
や
15
年
。

３
年
後
の
令
和
10
年
に
は
、
い
よ
い
よ
開
館
50
周
年
の
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
す
。

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
前
に
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
る
こ
の
企
画
、

機
関
誌
№
26
で
紹
介
済
み
の
新
館
６
～
10
年
に
続
き
、
今
回
は
11
～
15
年
を
ま
と
め
ま
し
た
。

令
和
２
年
度

４
・
１	

下
山
純
正
元
館
長
、
名
誉
館
長
に
就
任

４
・
18	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
に
伴
う	

（
～
５
・
31
）	

臨
時
休
館

７
・
４	

企
画
展
「
箕
作
博
士
の
水
族
館
」	

（
～
９
・
22
）

10
・
10	

新
館
開
館
10
周
年
記
念
企
画
展	

（
～
11
・
８
）	

「
シ
ー
ボ
ル
ト
と
岡
山
の
洋
学
者
た
ち
」

11
・
８	

友
の
会　

イ
ベ
ン
ト
「
拓
本
を
楽
し
む
」

11
・
28	

企
画
展
「
仁
木
永
祐
と	

（
～
２
・
21
）	

	

籾
山
黌
を
め
ぐ
る
人
々
」　

12
・
６	

第
33
回
友
の
会
史
跡
見
学
会	

	

「
津
山
城
下
の
史
跡
を
訪
ね
て
（
城
東
編
）」

１
・
31	

オ
ム
ニ
バ
ス
講
演
会	

	

「
病
に
向
き
合
う
医
師
た
ち
」

３
・
13	

企
画
展
「
資
料
が
秘
め
た
物
語
Ⅲ	

（
～
６
・
13
）	

	

─ 

洋
学
者
が
み
た
西
洋
文
化 

─

」	

令
和
３
年
度

５
・
16	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
に
伴
う	

（
～
６
・
20
）	

臨
時
休
館

７
・
３	
企
画
展
「
あ
れ
も
薬　

こ
れ
も
薬
」	

（
～
11
・
７
）

７
・
31	
親
子
で
ヒ
ン
デ
ロ
ー
ペ
ン
の
作
品
づ
く
り

８
・
１	

ヒ
ン
デ
ロ
ー
ペ
ン
絵
付
け
体
験
教
室

８
・
１	

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト	

	

「�

─ 

洋
学
の
糸
が
紡
い
だ 

─　

ヒ
ン
ダ
ロ
ー
ペ
ン

の
広
が
り　

～
オ
ラ
ン
ダ
伝
統
的
装
飾
技
法

作
家 

永
江
絹
子
先
生
を
囲
ん
で
～
」

８
・
７	

江
戸
時
代
の
化
学
書
か
ら
の
再
現
実
験
教
室

８
・
20	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
に
伴
う	

（
～
９
・
30
）	

臨
時
休
館

10
・
９	

友
の
会 

創
立
40
周
年
記
念
事
業
・ 

	

　
　
　
　
　
　
　

箕
作
家
墓
所
整
備
事
業	

	

案
内
石
柱
の
除
幕
・
贈
呈
式

11
・
18	

「
蘭
学
・
洋
学 

三
津
同
盟
」
締
結
調
印
式

11
・
27	

企
画
展
「
生
誕
２
０
０
年
記
念	

（
～
２
・
20
）	

	

宇
田
川
興
斎
」　　
　

12
・
５	

第
34
回
友
の
会
史
跡
見
学
会	

	

「
津
山
城
下
の
史
跡
を
訪
ね
て
（
城
下
編
）」

１
・
30	

オ
ム
ニ
バ
ス
講
演
会	

	

「
洋
学
あ
れ
こ
れPart

Ⅲ
」

３
・
19	

企
画
展
「
津
山
洋
学
の
名
品
展
」	

（
～
８
・
25
）	

令
和
４
年
度

４
・
30	

第
75
回
文
化
講
演
会
・
友
の
会
総
会	

	

「�

日
本
石
鹸
製
造
事
始
め 

─ 

日
本
に
お
け
る	

 　
　
　
　
　

石
鹸
製
造
業
の
勃
興
と
発
展 

─

」	

　
　
花
王
株
式
会
社　

花
王
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

引
地　

聰 

先
生

７
・
30	

親
子
で
ヒ
ン
デ
ロ
ー
ペ
ン
の
作
品
づ
く
り

７
・
31	

ヒ
ン
デ
ロ
ー
ペ
ン
絵
付
け
体
験
教
室

▲名誉館長辞令交付式

▲「蘭学・洋学 三津同盟」締結調印式
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８
・
６	

江
戸
時
代
の
化
学
書
か
ら
の
再
現
実
験
教
室

８
・
11	

公
開
科
研
集
会	

	

「
19
世
紀
を
中
心
と
し
た	

	
	

軍
事
的
学
知
を
め
ぐ
る
人
と
書
物
の
交
錯
」	

	
武
蔵
野
大
学
教
養
教
育
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
・	

	
	

湘
南
鎌
倉
医
療
大
学
非
常
勤
講
師　

竹
村
厚
士 

先
生	

	
	

中
央
大
学
教
授　
　

鈴
木
直
志 

先
生	

	
	

早
稲
田
大
学
教
授　

谷
口
眞
子 

先
生

８
・
27	

「
か
ら
だ
の
し
く
み
を
学
ぼ
う
！
」（
リ
モ
ー
ト
開
催
）

９
・
３	

近
世
・
幕
末
維
新
期
「
海
洋
国
家
」
と
「
異
国
」 

		


研
究
会 

公
開
研
究
大
会	

	
	

（
上
廣
倫
理
財
団
共
催
）	

	

「
津
山
・
中
津
・
津
和
野
の
洋
学
者
た
ち
」	

	
	

東
洋
大
学
教
授　
　
　

岩
下
哲
典 

先
生	

	
	

早
稲
田
大
学
大
学
院　

佐
々
木
千
恵 

氏	
	

	

東
洋
大
学
大
学
院　
　

小
林　

哲
也 

氏	
	

	

佛
教
大
学
大
学
院　
　

相
澤
み
の
り 

氏

９
・
30	

友
の
会 

創
立
40
周
年
記
念
誌	

	
	

『
40
年
の
あ
ゆ
み
』
刊
行

10
・
15	

企
画
展
「
蘭
学
者
が
見
た
世
界	

（
～
11
・
13
）	

	

─ 

箕
作
省
吾
と
新
製
輿
地
全
図 

─

」

10
・
29	

第
35
回
友
の
会
史
跡
見
学
会	

	

「
津
山
城
下
の
史
跡
を
訪
ね
て
（
城
西
編
）」

12
・
３	

企
画
展
「
鶴
田
藩
医
能
勢
家
資
料
展	

（
～
２
・
19
）	

	

～
維
新
の
荒
波
を
越
え
た
漢
方
医
の
生
涯
～
」

１
・
29	

オ
ム
ニ
バ
ス
講
演
会	

	

「
人
頭
模
型
の
作
者
は
津
山
藩
内
の
人
物
だ
っ
た
⁉	

	
	

～
細
工
職
人
鈴
木
常
八
の
足
跡
を
追
って
～
」

３
・
11	

企
画
展
「
資
料
が
秘
め
た
物
語
Ⅳ
」	

（
～
７
・
30
）	

	

令
和
５
年
度

４
・
22	

第
76
回
文
化
講
演
会
・
友
の
会
総
会	

	

「�

出
島
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
輸
入
砂
糖
に
つい
て
」	

北
九
州
市
立
大
学
大
学
院
社
会
シ
ス
テ
ム
研
究
科	

	

非
常
勤
講
師
・
前
研
究
科
長　

八
百
啓
介 

先
生

５
・
27	

第
40
回
友
の
会
研
修
バ
ス
旅
行	
	

「
牧
野
博
士
の
ふ
る
さ
と
土
佐
を
訪
ね
て
」

７
・
29	

親
子
で
ヒ
ン
デ
ロ
ー
ペ
ン
の
作
品
づ
く
り

７
・
30	

ヒ
ン
デ
ロ
ー
ペ
ン
絵
付
け
体
験
教
室

８
・
５	

む
か
し
の
学
者
も
や
っ
た
化
学
実
験
教
室

８
・
19	

企
画
展
「
結
成
１
５
０
周
年
記
念	

（
～
９
・
24
）	

　
　
　
　

文
明
開
化
と
明
六
社	

	
	

─ 

津
山
・
津
和
野
・
中
津
の
思
想
家
た
ち 

─

」

８
・
26	
人
体
の
し
く
み
や
は
た
ら
き
に
つ
い
て
学
ぼ
う
！

10
・
７	
企
画
展
「
ペ
リ
ー
来
航
１
７
０
周
年
記
念	

（
～
２
・
18
）	

	

描
か
れ
た
黒
船
艦
隊
」

10
・
21	

山
本
博
文
先
生
追
悼
講
演
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム	

	
	

（
津
山
郷
土
博
物
館
と
の
共
同
開
催
）

11
・
４	

友
の
会　

創
立
40
周
年
記
念
祝
賀
会	

	

阿
蘭
陀
料
理
の
夕
べPart

９

12
・
３	

第
36
回
友
の
会
史
跡
見
学
会	

	

「
真
庭
市
南
部
の
史
跡
を
訪
ね
て
」

１
・
28	

オ
ム
ニ
バ
ス
講
演
会	

	

「
新
製
輿
地
全
図
か
ら
作
ら
れ
た
地
球
儀
と
は
？	

	
	

─ 

明
石
市
に
残
る
地
球
儀
と
そ
の
作
者
に
つ
い
て 
─

」

３
・
９	

企
画
展
「
資
料
が
秘
め
た
物
語
Ⅴ
」	

（
～
９
・
８
）	

令
和
６
年
度

４
・
13	

第
77
回
文
化
講
演
会
・
友
の
会
総
会	

	

「『
近
代
的
啓
蒙
』
と
明
治
日
本
の
国
家
構
想	

	
	

─ 

西
周
と
津
田
真
道 

─

」	
	

	

早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
教
授　

谷
口
眞
子 

先
生

６
・
１	

第
41
回
友
の
会
研
修
バ
ス
旅
行	

	

「
港
町
室
津
と
鵤
の
宿
場
を
訪
ね
て
」

７
・
27	

親
子
で
ヒ
ン
デ
ロ
ー
ペ
ン
の
作
品
づ
く
り

７
・
28	

ヒ
ン
デ
ロ
ー
ペ
ン
絵
付
け
体
験
教
室

８
・
３	

む
か
し
の
学
者
も
や
っ
た
化
学
実
験
教
室

８
・
10	

人
体
の
し
く
み
や
は
た
ら
き
に
つ
い
て
学
ぼ
う
！

９
・
28	

企
画
展
「
中
津
藩
と
蘭
学
の
夜
明
け
」	

（
～
11
・
４
）	

11
・
23	

企
画
展
「
津
山
藩
最
後
の
藩
医　

芳
村
杏
斎
」	

（
～
２
・
16
）	

12
・
８	

第
37
回
友
の
会
史
跡
見
学
会	

	

「
旧
柵
原
・
美
作
町
の
洋
学
史
跡
を
訪
ね
て
」

１
・
26	

オ
ム
ニ
バ
ス
講
演
会	

	

「
洋
学
あ
れ
こ
れPart

Ⅳ
」

３
・
８	

企
画
展
「
生
誕
２
０
０
年
記
念	

（
～
９
・
21
）	

	

箕
作
秋
坪
と
久
原
洪
哉
」

３
・
19	

新
館
開
館
か
ら
15
年

▲�蘭学・洋学 三津同盟締結記念 
津山・津和野・中津巡回企画展

▼�友の会創立 40 周年記念祝賀会 
阿蘭陀料理の夕べ Part9
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特集
新館 15 年のあゆみ



□ 
ヒ
ン
デ
ロ
ー
ペ
ン
の
作
品
づ
く
り

Ｋ
ｉ
ｎ
ｕ
ｋ
ｏ
ヒ
ン
ダ
ロ
ー
ペ
ン 

ス
タ
ジ
オ
の
永な
が

江え

先
生
を
講
師
に
お
招

き
し
、
７
月
26
日
（
土
）
に
小
学
生
の

親
子
向
け
、
27
日
（
日
）
に
は
一
般
向

け
に
、
オ
ラ
ン
ダ
の
伝
統
工
芸
で
あ
る

ヒ
ン
デ
ロ
ー
ペ
ン
の
作
品
作
り
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
の
絵
付
け
体
験
は
ド
イ
ツ
製
の

テ
ラ
コ
ッ
タ
で
す
。
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や

ポ
ピ
ー
な
ど
の
植
物
の
下
絵
が
描
か
れ

て
お
り
、
そ
こ
に
赤
や
青
、
紫
な
ど
思

い
思
い
の
色
を
の
せ
て
い
き
ま
す
。

毎
年
こ
の
教
室
を
楽
し
み
に
常
連
で

参
加
さ
れ
て
い
る
方
も
多
く
、
先
生
に

質
問
し
な
が
ら
、
真
剣
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

□ 

む
か
し
の
学
者
も
や
っ
た
化
学
実
験

８
月
２
日
（
土
）
に
開
催
し
た
化
学

実
験
教
室
は
、
津
山
藩
医
の
宇う

田だ

川が
わ

榕よ
う

菴あ
ん

が
著
し
た
日
本
初
の
本
格
的
な
化
学

書
で
あ
る
『
舎セ
イ

密ミ

開か
い

宗そ
う

』
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
実
験
を
再
現
す
る
と
い
う
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

１
つ
目
は
、
津
山
高
専
の
廣ひ
ろ

木き

先
生

と
同
校
の
学
生
に
よ
る
「
舎
密
開
宗

と
〝
べ
ら
ぼ
う
〟
な
さ
し
絵
」
と
題
し

た
実
験
で
す
。
は
じ
め
に
、
化
学
書
に

不
可
欠
の
さ
し
絵
に
注
目
し
、
そ
の
細

密
さ
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
硝
し
ょ
う
さ
ん
ぎ
ん

酸
銀
と
銅
板
を
用
い
て
「
銀ぎ
ん

樹じ
ゅ

」
を
作
っ
た
り
、
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
か

ら
精
油
を
蒸
留
し
た
り
し
ま
し
た
。

２
つ
目
は
津
山
高
校
の
化
学
部
に
よ

る
「
宇
田
川
榕
菴
と
学
ぶ
～
隠い
ん

顕け
ん

イ
ン

ク
の
世
界
～
」
と
題
し
た
実
験
で
す
。

画
用
紙
に
重
曹
を
溶
か
し
た
透
明
の
液

で
絵
を
描
き
、
そ
の
上
か
ら
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
の
汁
に
エ
タ
ノ
ー
ル
を
加
え
た
も

の
を
塗
る
と
、
隠
れ
て
い
た
絵
が
浮
き

上
が
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

榕
菴
も
「
試
す
」
こ
と
を
大
切
に
し
、

顕け
ん

微び

鏡き
ょ
うな
ど
を
用
い
て
観
察
し
て
い
た

洋
学
資
料
館
の
夏
休
み
教
室
開
催

洋
学
資
料
館
の
夏
休
み
教
室
開
催
!!!!
と
い
う
お
話
が
あ
り
、
化
学
の
楽
し
さ

に
触
れ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
高
校

生
も
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ

り
、
安
全
に
実
験
を
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

□ 

人
体
の
し
く
み
や

は
た
ら
き
に
つ
い
て
学
ぼ
う
！

８
月
９
日
（
土
）
は
、
川
崎
医
科
大

学
現
代
医
学
教
育
博
物
館
よ
り
４
名
の

講
師
を
お
迎
え
し
、「
人
体
の
し
く
み

や
は
た
ら
き
に
つ
い
て
学
ぼ
う
！
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
当
館
学
芸
員
が
『
解
体
新

書
』
に
つ
い
て
の
説
明
を
し
た
後
、
講

師
の
先
生
方
か
ら
、
人
体
の
臓
器
そ
れ

ぞ
れ
の
機
能
に
つ
い
て
解
説
が
あ
り
ま

し
た
。

そ
し
て
い
よ
い
よ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
す
。
臓
器
の
実
物
標
本
を
ス
ケ
ッ
チ

し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
形
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、色
も
丁
寧
に
観
察
し
ま
し
た
。

最
後
は
、
紙
エ
プ
ロ
ン
に
臓
器
の
シ
ー

ル
を
貼
る
こ
と
で
、
臓
器
の
位
置
や
大

き
さ
な
ど
を
確
認
し
ま
す
。
お
母
さ

ん
・
お
父
さ
ん
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な

が
ら
、
手
の
ひ
ら
よ
り
も
大
き
な
シ
ー

ル
を
慎
重
に
貼
っ
て
い
き
、
完
成
後
は

そ
の
エ
プ
ロ
ン
を
身
に
付
け
て
、
み
ん

な
で
記
念
撮
影
し
て
終
了
と
な
り
ま
し

た
。

－ 6 －

　　　　　　夏休み教室開催 !!
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第
42
回
友
の
会
研
修
バ
ス
旅
行

　

石
州 

津
和
野
を
訪
ね
て

友の会
の
活　動６

月
１
日
（
日
）、
友
の
会
研
修

バ
ス
旅
行
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
、「
蘭
学
・
洋
学 

三さ
ん

津し
ん

同ど
う

盟め
い

」

の
締
結
先
の
一
つ
で
あ
る
島
根
県
津つ

和わ

野の

町
を
訪
ね
ま
し
た
。
津
和
野
町

の
中
心
部
は
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
て
お
り
、
赤

瓦
の
屋
根
と
趣
あ
る
町
並
み
が
と
て

も
美
し
い
山
間
の
城
下
町
で
す
。
見

学
先
は
津
和
野
郷
土
館
・
日
本
遺
産

セ
ン
タ
ー
・
安
野
光み
つ

雅ま
さ

美
術
館
・
西

周あ
ま
ね旧
宅
・
森
鷗お
う

外が
い

記
念
館
で
す
。

途
中
で
は
町
並
み
散
策
の
時
間
も

あ
り
、
藩
校
の
養よ
う

老ろ
う

館か
ん

や
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
も
外
か
ら
見
学
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
１
日
で
は

と
て
も
回
り
き
れ
な
い
ほ
ど
、
津
和

野
に
は
文
化
財
・
史
跡
が
数
多
く
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
も
「
山
陰
の

小
京
都
」
と
呼
ば
れ
る
由
来
を
実
感

で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
帰
り
に
し
て
は
少
し
長
旅
で
し
た

が
、
現
地
で
は
そ
れ
ぞ
れ
詳
し
く
解

説
し
て
い
た
だ
き
、
た
い
へ
ん
充
実

し
た
研
修
旅
行
に
な
り
ま
し
た
。
ご

案
内
い
た
だ
き
ま
し
た
日
本
遺
産
セ

ン
タ
ー
の
清
水
徳
秀
さ
ん
、
安
野
光

雅
美
術
館
の
福
原
京
子
さ
ん
、
森
鷗

外
記
念
館
の
大
山
優
子
さ
ん
、
郷
土

館
の
小
杉
紗
友
美
さ
ん
、
そ
し
て
参

加
者
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

６
月
22
日
（
日
）
に
津
山
文
化
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
、｢

榕よ
う

菴あ
ん

と
西
洋
音

楽｣

と
題
し
た
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

公
演
の
第
２
部
で
披
露
さ
れ
た
オ
ペ

レ
ッ
タ
「
二
人
の
猟り
ょ
う
し師
と
乳ミ
ル
ク
う売
り
娘
む
す
め
」

は
、
津
山
藩
医 

宇
田
川
榕
菴
ゆ
か
り

の
演
劇
と
し
て
知
ら
れ
ま
す
。榕
菴
は
、

文
政
３
年
（
１
８
２
０
）
に
長
崎
の
出

島
で
、
オ
ラ
ン
ダ
人
商
人
ら
に
よ
っ
て

日
本
初
の
西
洋
演
劇
と
し
て
上
演
さ
れ

た
際
、
こ
の
台
本
を
入
手
し
て
お
り
、

和
訳
し
た
も
の
と
蘭ら
ん

語ご

原
本
を
筆
写
し

た
も
の
が
、
早わ

稲せ

田だ

大
学
図
書
館
に

残
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
公
演
に
合
わ
せ
て
、
洋
学
資
料

館
の
ス
ポ
ッ
ト
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

「
水
田
昌し
ょ
う
じ
ろ
う

二
郞
が
研
究
し
た　

榕
菴
の

オ
ペ
レ
ッ
タ
」
と
題
し
た
展
示
を
行
い

ま
し
た
。
洋
学
研
究
者
の
水
田
昌
二
郞

は
、
榕
菴
が
書
き
残
し
た
オ
ペ
レ
ッ
タ

を
研
究
す
る
と
と
も
に
、
再
現
劇
と
い

う
形
で
、
戦
後
ま
も
な
く
の
昭
和
21
年

（
１
９
４
６
）
11
月
に
津
山
で
初
上
演

し
ま
し
た
。
こ
の
展
示
を
通
じ
て
、
２

人
の
学
者
が
残
し
た
オ
ペ
レ
ッ
タ
研
究

の
足
跡
を
た
ど
っ
て
い
た
だ
く
機
会
に

な
り
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

宇
田
川
榕
菴
ゆ
か
り
の

オ
ペ
レ
ッ
タ
が
や
っ
て
き
た
！

西周旧宅で記念撮影

養老館前の町並み散策

－ 7 －

友の会の活動
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■開館時間／9 : 00～17 : 00（入館は16 : 30まで）

■休 館 日／月曜日（祝祭日の場合はその翌日）
　　　　　　祝祭日の翌日・年末年始（12月29日～1月3日）

■入 館 料／
一　般 高校・大学生

※ （　　）内は 30 名以上の団体料金です。
※ 小学生・中学生は無料です。

３００円
（２４０円）

２００円
（１６０円）

 一  般（65歳以上）

２００円
（１６０円）

●交通のご案内
・JR津山駅から東循環ごんごバス南廻り線で12分、西新町下車徒歩2分
・中国自動車道　津山ICから車で15分・院庄ICから車で20分　

ご利用案内

津山城跡
（鶴山公園）
津山城跡
（鶴山公園）

●津山観光
　センター
●津山観光
　センター

■ 8	 前期企画展「箕作秋坪と久原洪哉」
■ 12	第 78 回文化講演会
■ 12	友の会総会

（休館日：14･21･28･30 日）

（休館日：7･8･12･19･26 日）

■ 1	 友の会研修バス旅行
（休館日：2･9･16･23･30 日）

■ 26	親子でヒンデローペンの作品づくり
■ 27	ヒンデローペン絵付け体験教室

（休館日：7･14･22･23･28 日）

■ 2	 むかしの学者もやった化学実験
■ 9	 人体のしくみとはたらきについて学ぼう！

（休館日：4･12･13･18･25 日）

（休館日：1･8･16･17･22･24･29 日）

■ 11	秋季企画展「幕末の津和野藩と洋学」
（休館日：6･14･15･20･27 日）

■ 	 友の会史跡見学会
（休館日：4･5･10･17･25･26 日）

■ 6	 後期企画展「旅する洋学者たち」
■ 6	 交通史学会 津山大会誘致開催

（休館日：1･8･15･22･29 ～ 31 日）

■ 25	オムニバス講演会
（休館日：1 ～ 3･5･13･14･19･26 日）

（休館日：2･9･12･16･24･25 日）

（休館日：2･9･16･23･24 日）
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■催し物 ■講演会 ■友の会■企画展

会期：令和 7 年12月6日（土）
～令和 8 年2月15日（日）

※�催し物は予告なく変更となることがあります。なるべく資料館ホームページでご確認ください。

令 和 ７ 年 度 の 催 し 物（予定） 企画展

10/11～

3/8～

～9/21

12/6～

～2/15

～11/16

旅する洋学者たち旅する洋学者たち

・・・　後期企画展　・・・

久原躬弦が留学先から両親に宛てた手紙より

・・・　秋季企画展　・・・
蘭学・洋学 三津同盟　津和野×津山


